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3月議会の傍聴者 延べ人数 33人

平成 20 年度一般会計決算認定● ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2 〜 3P
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所管事務調査報告● ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 11P

幸地壕視察● ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 12P

一般質問● ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13 〜 19P

沖縄県石油コンビナート等総合防災訓練

12月定例会の傍聴のご案内12月10日（木）午前10時 開会予定 　　　詳しい日程
お問い合せは
議会事務局へ

今回の表紙題字：西原町文化協会書道部　新川真哉
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歳出 一般 会計一般 会計一般 会計 決算
認定88 億 7,049 万 5 千円

平成
20年度
平成
20年度

教育費
16 億 5,142 万 2 千円

小 学 校 費 7 億 2,992 万 5 千円
保 健 体 育 費 3 億 8,860 万 8 千円
教 育 総 務 費 1 億 6,484 万 5 千円
社 会 教 育 費 1 億 5,508 万 8 千円
幼 稚 園 費 1 億 804 万 円
中 学 校 費 1 億 491 万 6 千円

民生費
28 億 4,036 万 8 千円

社 会 福 祉 費 15 億 4,010 万 4 千円
児 童 福 祉 費 13 億 19 万 4 千円
災 害 救 助 費 7 万 円

議会の意見

　学校給食費滞納額が 1 億円を突破しようとしている。これ以上滞納を増やさないように危機感を

もって滞納解決のための委員会を設置して対策を講じることを求める。

　さらに、西原町商工会への助成金は、商工会の自立に向けて有効な支援策の手だてをとり、中部市

町村圏振興事業も西原町への恩恵が太くなるような事業の運営に努めるよう強く要望する。

予算は町づくりにこの ように使われました。
（金額は四捨五入しています。）

町 民 税 （ 個 人 ） 7,075 万 2 千円

町 民 税 （ 法 人 ） 483 万 2 千円

固 定 資 産 税 1 億 9,016 万 9 千円

軽 自 動 車 税 885 万 3 千円

主な収入未済額（平成20年度末滞納分）
保 育 料 908 万 円

幼 稚 園 保 育 料 494 万 1 千円

学 校 給 食 費 9,941 万 7 千円

総務費
12 億 2,012 万 8 千円

総 務 管 理 費 9 億 7,453 万 4 千円
徴 税 費 1 億 6,126 万 3 千円
戸籍住民基本台帳費 6,537 万 3 千円
選 挙 費 1,449 万 9 千円
統 計 調 査 費 256 万 8 千円
監 査 委 員 費 189 万 1 千円

歳入
91 億 3,620 万 4 千円

自主財源46.0％ 42 億 39 万 7 千円
町 税 31 億 3,012 万 円
諸 収 入 3 億 9,934 万 6 千円
繰 越 金 2 億 5,561 万 9 千円
分 担 金 ・ 負 担 金 1 億 8,364 万 円
使 用 料 ・ 手 数 料 1 億 1,643 万 3 千円
繰 入 金 1 億 567 万 3 千円
寄 附 金 480 万 円
財 産 収 入 476 万 6 千円

依存財源54.0％ 49 億 3,580 万 7 千円
地 方 交 付 税 19 億 5,048 万 8 千円
国 庫 支 出 金 13 億 3,803 万 6 千円
県 支 出 金 7 億 799 万 1 千円
町 債 4 億 4,750 万 円
交 付 金 等 3 億 8,599 万 9 千円
地 方 譲 与 税 1 億 579 万 3 千円

衛生費
4 億 4,527 万 3 千円

清 掃 費

2億 7,470 万 9千円

保 健 衛 生 費

1億 7,056 万 4千円

土木費
10 億 4,020 万 3 千円

道 路 橋 梁 費 5 億 7,499 万 7 千円
都 市 計 画 費 4 億 1,486 万 5 千円
土 木 管 理 費 4,295 万 5 千円
河 川 費 735 万 2 千円
住 宅 費 3 万 4 千円

その他
16 億 7,310 万円

公 債 費 10 億 1,859 万 9 千円
消 防 費 4 億 1,978 万 2 千円

議 会 費 1 億 2,195 万 1 千円
農 林 水 産 業 費 8,279 万 4 千円
労 働 費 1,722 万 1 千円
商 工 費 975 万 3 千円
災 害 復 旧 費 300 万 円
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特別会 計決算認定平　成
20年度

土地区画整理事業 国 民 健 康 保 険

公 共 下 水 道 事 業

老 人 保 健

水 道 事 業

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

歳 入
歳 出
差 引 残 額

歳 入
歳 出
歳入歳出差引残高

歳 入
歳 出
歳入歳出差引残高

歳 入
歳 出
歳入歳出差引残高

　上原・棚原土地区画整理事業の保留地処分は 3画地（617.8㎡）で未処分保留地 6画地を早期の処分
を申し入れ、又西原西地区土地区画整理事業については仮換地全体計画 346 区画地のうち、42 画地で
指定率は約 14％、物件調査 5件、物件補償は 2件終了し、今後も積極的かつ誠意ある態度で地権者と
の交渉を進めるよう申し入れた。

　歳入不足額は翌年度歳入繰り上げ充用処理されている。
　健康保険税が対前年度比で 1億 42 万 2 千円の減になっており、これは後期高齢者医療保険の制度発
足に伴う税の移し替えによるものである。療養給付費等交付金も、対前年度比で 3億 1,034 万 6 千円の
減や、保険税の収入状況では収入率が前年度の 94％から 92.6％に落ち、75 才以上町民が同制度の移行
によるものである。これは本町だけの傾向ではなく、県内他の市町村の状況もほぼ同様であり、この
まま放置することなく、議会や行政が一体となって抜本的な対策を立てることを要望した。

　本事業の接続可能世帯数は 2,575 世帯になり、下水道整備率は約 29％である。平成 20 年度中におけ
る接続世帯数は前年度より 274 世帯増加し、世帯数累計は 1,078 世帯となり、接続率は 42％で前年度よ
り約 8％増加した。接続率は増加したが、さらなる増加率の上昇に向け、普及推進に努めるよう申し入
れた。

　平成 20 年度から実施された後期高齢者医療制度の創設に伴い、実質的に廃止となり、平成 20 年度
から 3年間の精算期間に入っている。歳出において、精算期間の初年度は過年度分の医療給付費が 1
億 6,934 万 3 千円支出されているが、次年度以降は大幅に縮減される。

　年間総給水量は前年度より、35,611㎥増加の 4,292,604㎥、年間総有水量は 4,083,035㎥で前年度に比べ
て 26,085㎥の減となり、経営状況は事業収益が 808,205 千円、一方事業費用は 752,800 千円、収支差引
当年度純利益は 55,405 千円となっている。

　保険料は 19 年度に引き続き 2千万円を超える未納額が発生している。
　特別徴収分が毎年度全額徴収される中で、この収入未済額は、普通徴収分から発生している。国庫
支出金は対前年比で、1,852 万 8 千円の増となっている。
　介護保険は制度の改正等もあり、より区分が多くなっているため、地域支援事業の強化を図り、保
険事業の健全な運営を推進することを要望した。

　この特別会計は現年度からの制度創設に伴うもので、制度の運用は県後期高齢医療広域連合が担う
ものである。
　保険料が 8,374 万 9 千円で徴収率は 99％である。内、特別徴収が 4,716 万 2 千円、普通徴収が 3,658
万 6 千円で、収入未済額 135 万 7 千円は普通徴収に係るものである。
　繰入金は 5534 万 2 千円で一般会計からの繰入金である。業務運営の主体が広域連合であり、市町村
の事務は保険料の普通徴収や後期高齢者健康診査業務等である。

歳 入
歳 出
差 引 残 額

事 業 収 益
事 業 費 用
当初純利益

歳 入
歳 出
差 引 残 額

2億 3,080 万 2 千円
1億 6,769 万 9 千円

6,310 万 3 千円

34 億 2,755 万 8 千円
41 億 1,048 万 1 千円
6億 8,292 万 3 千円

7億 3,167 万 5 千円
7億 2,844 万 1 千円

323 万 4千円

2億 1,733 万 6 千円
2億 1,127 万 8 千円

605 万 8千円

8億 0,820 万 5 千円
7億 5,280 万円　　

5540 万 5千円

14 億 4,616 万 6 千円
13 億 7,298 万 6 千円

7,318 万円　　

1億 3,941 万 1 千円
1億 3,667 万 4 千円

273 万 7千円



平成
21年度 特別会計補正予算特別会計補正予算特別会計補正予算

平成
21年度 一般会計補正予算一般会計補正予算一般会計補正予算

国民健康保険

歳入歳出それぞれ 3億 8,146万 8千円を追加し
総額を 102億 1,969 万 9千円とする。

介護保険

後期高齢者医療水道事業

歳入・歳出それぞれ
1,466 万 4千円を追加
・国庫支出金 296 万 6 千円
・療養給付費等交付金 923 万 1 千円
・繰入金 246 万 7 千円
主な理由は介護従事者処遇改善臨時交付金や介護保険
料等の上昇を抑制するための交付金で療養給付費等交
付金は、平成 20年度精算による過年度分追加交付金
等による。

○主な要因は、町財政調整基金の積み立てに 4,700 万円追加し、児童福祉総務費で 6,657 万

円は子育て応援特別手当事業の国の補正であり農業費の地域活性化経済危機対策交付金の

4,366 万円で学校 ICT環境整備事業 1億 6,945 万である。

歳入・歳出それぞれ
188万 1千円を追加
・繰入金 23 万 7 千円
・繰越金 164 万 4 千円
主な理由は、平成 20年度決算に伴う一般会計への繰
出金等による

歳入・歳出それぞれ
6,032 万 6千円を追加
・支払基金交付金 175 万 円
・繰入金　　　　　　　　△ 1,124 万 2 千円
・繰越金 6,981 万 8 千円
主な理由は平成 20年度分介護給付費精算追加交付に
よる増と、一般会計負担分の地域支援事業費の返還に
伴う職員給与等、繰入金の減等による。

○人事異動による職員給与559万千円の増が主

である。
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西原町国民健康保険条例の一部を改正する条例について

出産育児一時金を平成21年10月から平成23年3月まで現行の35万円を39万円へ増額し給付するため。

路線名：上原19号線、上原20号線、上原21号線、上原22号線、上原23号線
※当該路線は上原棚原土地区画整理事業地区内に位置し、既に整備を完了し、一般交通の用に供されている。

◇小橋川処理分区枝線工事（その4）
契 約 金 額：¥49,161,000 ー
契約の相手：西原町字我謝142　美善 ( 株 )
契約の方法：指名競争入札による契約
工 期：自　平成21年 9月 11日
	 　　　至　平成22年 2月 12日

旧・新の別 路線名 起点 終点

旧 内間小那覇線 西原町字内間401番 3 西原町字小那覇875番 4

新 内間小那覇線 西原町字内間401番 3 西原町字小那覇872番 2

　

町道兼久中伊保線の整備に伴って位置を変更する必要が生じたため。

理　由

町道路線の変更

工事請負契約

条例の改正

町道路線の認定

理　由
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平成 21 年度社団法人全国シルバー人材センター
事業協会定期総会決議にかかる要請について

　制度発足以来四半世紀以上にわたって、地域社会を支える中核的な組織として活動を続けており、今日では、全国
市区町村の八割の地域において、地方公共団体と連携し、市民生活に密着した介護・福祉、教育・育児支援サービス、
緑化をはじめとする地域環境の保全など、「安心と活力ある社会」の実現の一翼を担う企画提案方式事業等を展開して
います。こうしたセンターの活動は、会員の健康の維持・増進にも大きく貢献しており、会員の医療費・要介護者率
は同世代の一般高齢者に比べて低く、社会的な課題となっている医療・介護財政の軽減にも寄与しているところです。

日米地位協定に関わる裁判権放棄の日米密約の
公表と廃棄を日本政府に求める意見書採択の陳情

　この密約は米軍及び構成員の事件事故の被害を受けてきた沖縄県民にとって看過できないものです。国民の生命と
財産、権利を守るべき政府が、司法を歪め、三権分立を侵害しています。同時に独立国としての主権の根幹に関わる
重大な問題であると考えます。

町産品奨励及び町内企業への優先発注について（要請）
　町で使用する物品等については、町産品を優先して頂き、公共工事の発注にあたっては、町内企業を優先すると同
時に、町民にも地元産品優先使用の意識の高揚を図って頂きますようお願い申し上げます。

県産品の優先使用について（要請）
１．県産品の優先使用について、「県産品愛用宣言決議」をしていただき感謝を申し上げます。なお、今後も引き続き
　　県産品の優先使用について啓蒙啓発に努めていただきますようお願い申し上げます。
２．再生資源等を用いて製造された県産リサイクル製品について、優先使用していただきますようお願い申し上げます。

改正貸金業法の早期完全施行等を求める意見書を
政府等に提出することを求める陳情について（要請）

１．改正貸金業法を早期（遅くとも本年 12 月まで）に完全施行すること。
２．自治体での多重債務相談体制の整備のため相談員の人件費を含む予算を十分確保するなど相談窓口の充実を支援
　　すること。
３．個人及び中小事業者向けのセーフティネット貸付をさらに充実させること。
４．ヤミ金融を徹底的に摘発すること。

意見書第 6 号
日米地位協定の運用において裁判権放棄の日米密約の公表と破棄を求める意見書

　昨年、日本の研究者の調査により、日米地位協定第 17 条の運用に関わる米兵公務外犯
罪の第 1 次裁判権の実質放棄を確認した日米秘密取決めが発見された。
　これにより、国民の権利を守るべき日本の司法の責任を投げ捨てる国の主権の根幹に関
わる大問題が発覚した。とりわけ、米軍基地をかかえ、米兵による犯罪をはじめ基地被害
が続く沖縄県全域では看過できない問題である。
　よって本議会は、住民の生命と財産、権利と人間としての尊厳を守り、日米密約文書の
公表及び破棄を求めるため本案を提出する。 
あて先　内閣総理大臣、外務大臣、防衛大臣

決議第 3 号
議会の議決すべき事件調査特別委員会設置決議
名 称 議会の議決すべき事件調査特別委員会

設置の根拠 地方自治法第 110 条及び委員会条例第 5 条

目 的 「基本計画」を自治法 96 条第 2 項の規定による議会議決事項とすべくための
調査

議員の定数 9 人

調 査 期 限 調査終了まで閉会中もなお調査を行うことができる。
提 案 理 由
地方分権の進展に伴い、地方の権限が強化されたことにより、自己決定、自己責任の領域
が拡大されてきた。自治法 96 条の第 1 項に議会の議決を必要とする項目も規定されてい
るが、町民を代表している議会の権能を強化し、町民福祉の向上、町政発展に質するため、
委員会を設置する。

意見書第 7 号
改正貸金業法の早期完全施行等を求める意見書
　多重債務問題を解決するため、2006 年 12 月に改正貸金業法が成立し、出資法の上限金
利の引下げ、収入の 3 分の 1 を超える過剰貸付契約の禁止（総量規制）などを含む同法が
完全施行される予定である。
　改正貸金業法の完全施行の先延ばし、金利規制などの貸金業者に対する規制の緩和は、
再び自殺者や自己破産者、多重債務者の急増を招きかねず許されるべきではない。
　よって、本議会は、改正貸金業法の早期完全実施を求めるため本案を提出する。

1．改正貸金業法を早期（遅くとも本年 12 月まで）に完全施行すること。
2．自治体での多重債務相談体制の整備のため相談員の人件費を含む予算を十分確保する

など相談窓口の充実を支援すること。
3．個人及び中小事業者向けのセーフティネット貸付をさらに充実させること。
4．ヤミ金融を徹底的に摘発すること。

あて先　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、多重債務者対策本部長、金融担当大臣、
　　　　消費者政策担当大臣、厚生労働大臣、総務大臣、国家公安委員会委員長

決
議･

意
見
書

陳
情
・
要
請

※
文
面
は
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
会
議
録
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
文
面
は
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

陳 情 ・ 要 請 等 文 書 表
件　　　　　　　　　名 審議結果

　公共工事発注に際して事業用自動車（緑ナンバー）の使用方についての陳情 配　　　布

　健康寿命延伸のため、学校給食に安心安全な食材の使用促進に関する陳情 配　　　布

　下水処理場（浄化センター）にEMを活用することに関する陳情 配　　　布

　環境教育でEMを活用することに関する陳情 配　　　布

　町役場の本庁舎や分庁舎の地震対策や渇水対策に関する陳情 配　　　布

　学校施設の地震対策や渇水対策に関する陳情 配　　　布

　EMで、海や川の環境を守ることに関する陳情 配　　　布

　沖縄県及び県内各市町村の政策を新しい観光資源として導入することに関する陳情 配　　　布

　EMを新しい観光資源として導入することに関する陳情 配　　　布

　EMの講習会を開催することに関する陳情 配　　　布

　EMを基盤に、我が国の国際貢献の最前線基地を沖縄で引き受けることに関する陳情 配　　　布

　くらし支える行政サービスの拡充を求める陳情 配　　　布

　公契約に関する基本法の制定を求める意見書の採択についての陳情 配　　　布

採　択

採　択

採　択

採　択

採　択
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財政健全化判断比率
　平成 20 年度　西原町健全化判断比率の報告　

　財政健全化法による自治体の財政の状況を判断する指標である。健全化判断比率（実質赤字比率、連結

実質赤字比率、実質公債費比率および将来負担比率）は、いずれも「早期健全化基準」を下回っている。

健全化判断比率 平成 20 年度 早期健全化基準 備　　　　考

① 実 質 赤 字 比 率 - 14.61% ※ 実 質 赤 字なし

② 連 結 実 質 赤 字 比 率 - 19.61% ※連結実質赤字なし

③ 実 質 公 債 費 比 率 10.9% 25.0%

④ 将 来 負 担 比 率 146.5% 350.0%

※　①・②とも黒字で、赤字比率が算定されないため「-」と表示しています。

※　基準を超えた場合は、「健全化計画」を策定して財政の健全化を図らなければならない。

　平成 20 年度　西原町公営企業会計資金不足比率の報告　

　各公営企業会計における資金不足比率は、資金不足を生じた公営企業は無いため「経営健全化基準」を

下回っている。

会計区分 平成 20 年度 経営健全化基準 備　　　　考

西原町水道 事 業 会 計 - 20.0% ※ 資 金 不 足なし

西原町公共下水道事業特別会計 - 20.0% ※ 資 金 不 足なし

西原町土地区画整理事業特別会計 - 20.0% ※ 資 金 不 足なし

※すべての会計とも黒字で資金不足比率が算定されないため「－」と表示しています。

用 語 解 説
【早期健全化基準】

【実質赤字比率】
一般会計等の赤字の程度を指標化して示すものです。

【連結実質赤字比率】
すべての会計における赤字や黒字を合算し、町全体の赤字の程度を指標化して示すものです。

【実質公債費比率】
借金の返済額およびこれに準ずる額の大きさを指標化して示すものです。

【将来負担比率】
地方公共団体の地方債や、将来支払っていく可能性のある負担等を指標化し、将来財政を圧迫する可能性を示すものです。

【経営健全化基準】
資金不足額が事業規模に占める割合を示すものです。

基準を超えた場合は、「財政健全化計画」を策定し、自主的かつ計画的｠に財政の健全化を図らなければなりません。

○仁木町
　仁木町では庁舎建設についての視察研修を重点的に行った。本町の懸案である庁舎建設（複合庁舎）は仁
木町が先駆者として実施していたからである。
　本町がめざしている庁舎と保健センター、町民ホール、防災センターの三点セットの複合庁舎をどのよう
な手法で、建設し活用しているのかと、いろいろと頭の中に思い描きながら仁木町を訪ねた。
　議場を皮切りに本庁舎、町民ホール、保健センターの施設を見学した。「新しい交流ステーション。ここ
から豊かなふれあいが広がっていく」との当局の説明どおりの立派な複合施設である。総合的複合施設であ
るので、町民の庁舎にあわせてこなす窓口業務や保健師との健康相談などに加え、福祉サービスの業務を担

当している社会福祉協議会への立ち寄りなど、一度の来庁で
複数の用件を済ませることができる。これを見て、西原町が
めざす複合公共施設の実体というものをイメージすることが
できた。
　立派な庁舎を建てることになった経緯も、学校などの建築
に追われていて、最後に残ったのが庁舎建設であったという
事情も西原町の条件に似ている。人口が 4 千人規模での庁舎
複合施設を、財政力指数 0.15、公債比率 15.6％の財政力で総
額約 24 億 7 千万円で建設した仁木町の経験を西原にも創造
的に発展させて、庁舎複合施設を実現しなければとの思いを
強くしたものである。

○ニセコ町
　　ニセコ町では、まちづくり基本条例についての視察研修を行った。本町の行政にも取り入れられている「住
民参加」を条例化（ニセコ町まちづくり基本条例）し、そのもとでまちづくりを進めて多くの実績をつくり、全
国から注目されているからである。
　住民参加の行政とは、首長や議員の政策的政治姿勢の問題としての認識でしかなかったが、ニセコ町では「情
報共有」とともにまちづくり基本条例の二大原則に据えられていることである。
○情報共有の原則
　まちづくりは、私たち町民が情報を共有することを基本に進めなければならない。主な取り組みとしての文書
管理システム（ファイリングシステム）行政の情報は町民の共有財産の認識のもと、行政は情報を体系的に管理
する責務がある。そこで平成 12 年度からファイリングシステムを導入・運用。町民からの資料の要望があれば
1 分で提供できる。予算説明書の発行ｰ予算の具体的内容を町民
にわかりやすくお知らせする 150 ページの予算説明書を作成し、
毎年 5 月に町内全世帯へ無料配布している。
○住民参加の原則
　町は、町の仕事の企画立案、実施及び評価のそれぞれの過程
において、町民の参加を保障する。主な取り組みとしてまちづ
くり懇談会、各地区の会場に町長、副町長、教育長、担当課長
が参加し、まちの課題やさまざまな計画を共有する場。参加者
の意見や要望を懇談し、次年度の予算づくりに反映する制度。

総務財政常任委員会所管事務調査報告書
１０月７日から９日にかけて委員６人、職員２人で北海道、仁木町と

ニセコ町を視察研修した。



西原町議会だより2009（平成21）年12月1日 第42号（12）西原町議会だより 2009（平成21）年12月1日第42号（13）

今
年
度
の
施
政
方
針
の

中
で
自
治
体
は
最
大
の

サ
ー
ビ
ス
産
業
で
あ
る
と
う

た
っ
て
い
ま
す
が
町
民
の
満
足

度
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
伺
い
ま
す
。

町
長
　
行
政
が
い
か
に
町
民
の

た
め
に
取
り
組
む
の
か
と
い
う

の
は
積
極
的
に
進
め
る
べ
き
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
町
民

の
満
足
度
の
見
解
で
ご
ざ
い
ま

す
が
町
民
の
意
向
調
査
は
毎
年

度
や
っ
て
い
る
わ
け
で
な
く
、

第
４
次
総
合
計
画
の
策
定
の
取

り
組
み
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等

に
よ
り
調
査
を
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

町
民
か
ら
の
ク
レ
ー
ム

を
迅
速
に
対
処
す
る
こ

と
が
満
足
度
を
引
き
上
げ
る
こ

と
が
普
通
の
考
え
方
で
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
そ
の
観
点
か
ら

す
る
と
意
向
調
査
は
ず
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
。

町
長
　
満
足
度
と
い
う
の
は
行

政
全
般
に
関
し
て
の
も
の
で

あ
っ
て
、
今
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

で
十
分
な
の
か
、
ど
う
か
、
こ

の
よ
う
な
も
の
が
満
足
度
調
査
、

意
向
調
査
に
な
る
と
考
え
て
い

ま
す
。意

向
調
査
を
や
る
中
で

行
政
評
価
を
入
れ
て
で

き
る
と
思
い
ま
す
が
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

企
画
政
策
課
長
　
行
政
評
価
に

つ
き
ま
し
て
は
、
ま
だ
実
施
に

至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
総
合
計

画
策
定
に
向
け
て
一
定
の
評
価

は
伺
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

夏
休
み
中
の
学
校
プ
ー

ル
の
開
放
の
取
り
や
め

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

保
健
体
育
課
長
　
本
町
で
は
昭

和
58
年
度
か
ら
水
泳
普
及
の
為

開
放
し
て
授
業
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
現
在
で
は
町
内
の
小

中
学
校
す
べ
て
に
プ
ー
ル
が
整

備
さ
れ
て
、
ま
た
、
き
ら
き
ら

ビ
ー
チ
が
オ
ー
プ
ン
に
な
り
水

泳
教
室
の
当
初
の
目
的
は
達
成

さ
れ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
現

在
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
事
務

事
業
の
見
直
し
で
中
止
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

プ
ー
ル
の
開
放
を
や
め

る
方
法
は
議
論
し
た
の

か
伺
い
ま
す
。

保
健
体
育
課
長
　
具
体
的
に
は

や
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
実
際
に

は
10
年
間
も
待
っ
た
と
い
う
の

が
実
情
で
す
。

今
年
も
実
施
さ
れ
た
全

国
学
力
テ
ス
ト
の
町
内

の
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

教
育
長
　
全
国
学
力
テ
ス
ト
は

４
月
に
行
な
わ
れ
、
本
町
は
県

内
の
平
均
を
す
べ
て
上
回
っ
て

お
り
ま
す
。
又
小
学
校
の
２
科

目
は
全
国
平
均
を
も
上
回
っ
て

お
り
ま
す
。

継
続
的
な
点
で
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

教
育
長
　
心
の
教
育
か
ら
地
域

の
熱
意
な
ど
盛
り
上
げ
て
レ
ベ

ル
の
キ
ー
プ
に
頑
張
り
ま
す
。

大城　純孝 議員

町長の公約と教◇
育行政について

学力テスト新聞報道

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

か
ら
町
民
の
命
を
守
る

正
確
な
情
報
提
供
、
相
談
体
制

を
強
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

健
康
推
進
課
長
　
県
内
の
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
情
報
は
、
週

２
回
の
集
団
感
染
情
報
と
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
動
向
が
変

化
し
た
と
き
に
出
さ
れ
る
緊
急

情
報
を
県
が
公
表
し
て
い
る
。

学
校
な
ど
の
集
団
感
染
に
つ
い

て
は
、
発
生
と
同
時
に
関
係
機

関
か
ら
連
絡
が
く
る
の
で
、
各

部
署
で
情
報
提
供
を
行
っ
て
い

る
。
町
民
へ
の
情
報
提
供
は
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
特
徴
や

留
意
事
項
を
、
各
自
治
会
へ
の

ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や
広
報
に
し

は
ら
に
掲
載
し
て
い
る
。
各
家

庭
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
も

準
備
し
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
証
が
交

付
さ
れ
て
い
な
い
世
帯

に
緊
急
措
置
と
し
て
保
険
証
の

発
行
を
。

健
康
推
進
課
長
　
資
格
証
明
書

の
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
被
保

険
者
証
と
み
な
し
て
取
り
扱
う

よ
う
国
か
ら
も
指
示
を
受
け
て

い
る
。ワ

ク
チ
ン
接
種
は
、
公
費

で
負
担
す
る
よ
う
関
係

機
関
に
要
請
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

健
康
推
進
課
長
　
厚
労
省
は
原

則
実
費
負
担
の
考
え
で
す
か
ら

今
後
の
検
討
課
題
に
し
た
い
。

キ
ビ
の
新
価
格
制
度

キ
ビ
の
新
価
格
制
度
が

21
年
度
産
で
期
限
切
れ

と
な
る
。
キ
ビ
作
農
家
が
安
心

し
て
生
産
で
き
る
元
の
価
格
方

式
を
復
活
さ
せ
る
よ
う
国
に
働

き
か
け
る
考
え
は
な
い
か
。

産
業
課
長
　
す
べ
て
の
キ
ビ
作

農
家
が
安
心
し
て
生
産
す
る
た

め
に
は
以
前
の
価
格
方
式
が
望

ま
し
い
。
国
の
動
向
を
見
て
関

係
機
関
と
連
携
を
取
り
な
が
ら

行
動
し
た
い
。

安
全
な
自
転
車
道
を

自
転
車
を
市
街
地
に
お

け
る
重
要
な
移
動
手
段

と
位
置
づ
け
た
道
路
網
の
整
備

を
。

土
木
課
長
　
町
の
都
市
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
中
で
幹
線
道
路

と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
町
内

の
国
道
、
県
道
、
町
道
の
一
部

の
幹
線
道
路
に
つ
い
て
は
、
自

転
車
、
歩
行
者
道
と
し
て
の
整

備
を
し
、
幹
線
道
路
を
自
転
車

で
回
遊
で
き
る
よ
う
に
道
路
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
網
を
つ
く
る
。

伊礼　一美 議員

死者が出た新型イ◇
ンフル対策に万全
を
キビ作農家が安◇
心できる生産体
制を

問

問

問

問 問

マリンタウンの自転車道

一
般
質
問

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、
会
議
録
（
録
音
テ
ー
プ
）

に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、
編

集
委
員
会
が
最
終
確
認
・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

問問

問問

問問問

　9月定例議会最終日の２４日、私たち西原

町議会は、日本兵５人の遺骨が発見された字

幸地内の壕を視察しました。

　現場では、沖縄戦遺骨収集ボランティア「ガ

マフヤー」の具志堅隆松代表、地主の高江

洲さんから案内説明を受けました。重なり合

うようにうつ伏せに並んだ遺骨…腕が骨折、

骨に突き刺さった砲弾片、頭部が吹き飛んだ

無残な姿…戦争の悲惨さ、酷さを物語る衝

撃的な光景でした。

　壕から他に５本の万年筆が回収されました。

当時、万年筆は高級で所持できる人が限られて

いること、嘉手納に本店のあった渡口万年筆店

のものが含まれていること、駐屯していた部隊

は第１１中隊であること、万年筆の１本に「堀本

繁勝」との刻銘があるなど、身元確認につなが

る有力な情報と資料があります。

　遺族の元に帰ることを切に願っています。

　物言わぬ遺骨、しかし私たちは「沖

縄戦の悲劇を二度と繰り返してはならな

い！」と、決意させられました。

　遺骨が日の目を見たことに、何よりも

遺族の元に帰る機会を与えて下さった具

志堅代表に心から感謝します。戦争の真

実を知る数少ない場所、「平和教育のた

めに何ができるのか」、議会も行政と共

に取り組んでいきます。

幸　地　壕　視　察 9/24

発見された遺骨

回収された万年筆

説明を受ける町議会
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小
・
中
学
生
は
、「
慰
霊

の
日
」
を
ど
の
よ
う
に
過

ご
し
て
い
る
の
か
。

指
導
主
事
　
デ
ー
タ
は
な
い
が
、

慰
霊
の
日
を
前
に
沖
縄
戦
、
慰

霊
の
日
の
歴
史
的
背
景
や
意
義

な
ど
、
全
校
で
指
導
。

小
波
津
区
は
、
慰
霊
の
日

に
区
慰
霊
祭
を
行
う
。
首

長
が
各
区
で
区
慰
霊
祭
開
催
を

進
め
て
は
。

町
長
　
そ
の
日
、
本
町
は
平
和

音
楽
祭
を
開
催
し
て
い
る
。
ま

た
戦
没
者
刻
銘
碑
が
あ
る
の
は

小
波
津
区
、
小
橋
川
区
し
か
分

か
ら
ず
、
検
討
す
べ
き
課
題
が

あ
る
。行

政
が
関
わ
る
少
年
野

球
大
会
で
は
せ
め
て
準

決
勝
・
決
勝
は
、
東
崎
公
園
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
球
場
を
無
料
使
用

さ
せ
て
は
。

町
長
　
青
少
年
の
健
全
育
成
の

観
点
な
ど
、
町
が
大
会
主
催
・

共
催
の
事
業
で
あ
れ
ば
、
減
免

し
て
い
く
。

夏
休
み
プ
ー
ル
開
放
事

業
①
な
ぜ
今
年
か
ら
廃

止
す
る
の
か
②
事
前
の
説
明
会

開
催
は
③
費
用
対
効
果
は
④
事

業
見
直
し
（
段
階
的
な
廃
止
）

求
め
る
。

保
健
体
育
課
長
　
①
④
利
用
者

が
少
な
い
。
小
・
中
学
校
す
べ

て
に
プ
ー
ル
が
整
備
さ
れ
、
水

泳
普
及
の
当
初
目
的
は
達
成
さ

れ
た
②
文
書
通
知
の
み
③
監
視

員
４
名
の
人
件
費
約
70
万
円
。

「
帰
宅
が
明
日
に
な
っ
て

い
た
」
が
、
し
ば
し
ば
あ

る
産
業
課
農
林
水
産
係
兼
商
工

観
光
係
の
異
常
な
業
務
偏
重
は
、

以
前
か
ら
改
善
を
求
め
て
い
る
。

４
部
門
は
分
散
す
べ
き
。

産
業
課
長
　
課
内
で
調
整
し
対

応
し
た
い
。
見
直
し
は
機
構
改

革
の
中
で
検
討
し
た
い
。

最
低
制
限
価
格
引
き
上

げ
の
進
捗
状
況
は
。

土
木
課
長
　
現
在
の
予
定
価
格

10
分
の
６
～
８
を
、
10
分
の
７

～
９
に
引
上
げ
。
平
成
22
年
度

か
ら
施
行
。

学
校
給
食
会
計
を
、
公
会

計
か
ら
私
会
計
へ
変
更
す

べ
き
。

保
健
体
育
課
長
　「
給
食
費
の

不
足
分
を
税
で
補
て
ん
す
る
の

は
好
ま
し
く
な
い
」
と
の
指
摘

は
理
解
し
て
い
る
。
た
だ
、
私

会
計
と
す
べ
き
理
由
付
け
や
、

徴
収
や
決
裁
を
学
校
と
セ
ン

タ
ー
の
ど
こ
が
す
る
の
か
な
ど
、

検
討
す
べ
き
事
項
が
あ
る
。

指
導
・
支
援
カ
ル
テ
は

「
家
庭
調
査
票
」
に
基
づ

い
て
作
成
さ
れ
て
い
る
の
か
。

指
導
主
事
　
保
護
者
の
職
業
、

連
絡
先
、
性
格
、
家
庭
状
況
、

交
友
関
係
な
ど
、
一
部
家
庭
調

査
票
を
基
に
記
入
し
て
い
た
。

公
的
原
簿
の
「
指
導
要

録
」
を
活
用
で
き
な
い
理

由
と
は
。

指
導
主
事
　
児
童
生
徒
の
１
年

間
の
学
習
活
動
の
評
価
を
総
括

し
て
記
録
す
る
も
の
。
日
々
の

指
導
記
録
と
し
て
活
用
し
て
い

な
い
。町

教
育
委
員
会
に
主
体

性
が
な
い
。
県
教
育
委
員

会
の
対
応
待
ち
の
姿
勢
は
、
カ

ル
テ
作
成
が
本
当
に
子
ど
も
の

た
め
な
の
か
疑
問
。

教
育
長
　
途
中
か
ら
の
導
入
は

ま
ず
い
の
で
、
年
度
か
ら
の
導

入
を
考
え
て
お
り
、
い
ろ
い
ろ

参
考
に
し
た
い
。

呉屋　悟 議員

平和教育◇
教育問題◇
機構改革◇
給食問題◇
指導支援◇
カルテ問題

東崎公園ソフトボール球場

一
貫
し
た
教
育
理
念
の

下
妊
娠
期
か
ら
青
少
年

期
ま
で
の
子
ど
も
全
て
に
対
応

す
る
「
子
ど
も
課
」
を
設
置
し
、

従
来
の
縦
割
り
行
政
か
ら
専
門

性
を
高
め
た
、
子
ど
も
に
即
し

た
行
政
機
能
を
も
っ
た
体
制
づ

く
り
を
要
求
す
る
。

企
画
政
策
課
長
　
今
後
の
研
究

課
題
と
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
医
療
費

の
無
料
化
を
推
進
し
た

い
。宜
野
湾
市
に
お
い
て
は「
通

院
」「
入
院
」
費
も
無
料
で
あ
る
。

住
ん
で
よ
か
っ
た
町
、
住
み
た

い
町
は
西
原
町
か
。
ぜ
ひ
子
ど

も
た
ち
の
た
め
町
民
の
た
め
に

も
実
現
化
し
て
ほ
し
い
。

福
祉
課
長
　
町
財
政
が
逼
迫
し

て
お
り
、
厳
し
い
と
考
え
ま
す
。

保
育
園
に
入
園
で
き
ず
、

私
立
園
に
通
園
す
る
子

ど
も
た
ち
に
、
保
育
料
の
差
額

を
払
う
べ
き
と
強
く
要
望
し
た

い
。
保
育
行
政
の
不
備
の
た
め
、

不
公
平
に
も
切
り
捨
て
ら
れ
た

子
ど
も
た
ち
、
保
育
料
の
差
額

は
町
が
負
担
す
べ
き
だ
。

福
祉
課
長
　
十
分
に
認
識
し
て

お
り
、
認
可
保
育
園
の
創
設
を

計
画
し
て
お
り
ま
す
。

家
庭
の
収
入
格
差
に
よ

り
学
力
差
が
生
じ
て
い

る
と
の
事
、
北
中
城
村
や
金
武

町
で
は
行
政
が
予
算
化
し
た
無

料
学
習
塾
を
計
画
し
て
い
る
。

西
原
町
も
検
討
・
実
施
を
求
め

た
い
。

指
導
主
事
　
西
原
町
の
文
教
の

ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
今
後
検

討
す
べ
き
課
題
と
思
い
ま
す
。

給
食
費
、
金
武
町
は
子
ど
も
た

ち
の
た
め
無
料
化
に
！！

学
校
給
食
費
の
値
上
げ

を
検
討
中
と
の
事
で
す

が
、
金
武
町
に
お
い
て
は
、
次

年
度
以
降
に
無
料
化
を
計
画
中

と
の
事
、
ぜ
ひ
西
原
町
で
も
実

施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

保
健
体
育
課
長
　
無
料
化
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

臨
時
職
員
等
（
非
正
規
職
員
）

が
急
増
、
待
遇
改
善
を

福
祉
分
野
、
学
校
給
食
施

設
や
保
育
所
等
「
非
正

規
雇
用
」
だ
ら
け
で
あ
る
。
仕

事
は
正
職
員
と
ほ
ぼ
同
じ
経
常

的
な
業
務
で
、
し
か
し
そ
の
待

遇
は
非
正
規
が
約
１
５
０
万
円
、

正
職
員
は
平
均
で
６
１
４
万
円
、

「
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」
は

で
き
な
い
か
。

総
務
課
長
　
待
遇
改
善
は
難
し

い
。

民
生
委
員
の
待
遇
改
善
を
強
く

要
望
す
る
！！

現
状
の
民
生
委
員
の
仕

事
は
社
会
奉
仕
の
精
神

の
枠
を
越
え
て
行
政
の
下
請
け

業
務
と
な
っ
て
、
そ
の
過
酷
さ

は
「
感
謝
」
の
一
言
で
は
す
ま

な
い
。
原
則
無
給
と
は
言
え
、

特
に
福
祉
行
政
は「
民
生
委
員
」

に
対
し
て
待
遇
改
善
が
必
要
だ

と
思
い
ま
せ
ん
か
。

福
祉
課
長
　
業
務
の
あ
り
方
を

再
検
し
、
見
直
し
を
図
る
べ
き

で
あ
る
。

仲松　勤 議員

子どもたちのた◇
めの政策を！！
民生委員への◇
「感謝」！！待遇
改善を早急に！！

給食費の新聞報道

問

問

問問問

問

問問問

問

問

問問

問問

問問

子
供
理
解
の
た
め
の
指

導
・
支
援
カ
ル
テ
問
題
は

本
町
を
発
信
源
と
し
て
全
県
的

に
波
及
し
た
が
、
現
行
の
カ
ル

テ
に
変
え
条
例
に
抵
触
せ
ず
保

護
者
の
理
解
が
得
ら
れ
、
保
護

者
と
共
有
で
き
る
形
の
も
の
を

作
成
す
る
と
し
て
い
る
。
進
捗

は
。

教
育
長
　
資
料
を
集
め
対
応
を

進
め
て
い
た
が
、沖
縄
県
が「
支

援
カ
ル
テ
課
題
解
決
の
た
め
の

有
識
者
会
議
」
を
設
置
し
、
10

月
に
も
カ
ル
テ
の
見
直
し
も
含

め
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
方

針
を
固
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

会
議
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
結

論
が
出
さ
れ
る
と
思
う
の
で
、

そ
の
後
に
本
町
も
検
討
す
る
こ

と
に
し
て
お
り
ま
す
。

学
校
給
食
は
食
材
費
が

高
騰
す
る
な
か
、
工
夫
を

凝
ら
し
充
実
し
た
給
食
づ
く
り

に
努
め
て
き
た
。
栄
養
基
準
の

問
題
か
ら
値
上
げ
せ
ざ
る
を
得

な
い
と
の
判
断
で
値
上
げ
を
計

画
し
た
が
、
保
護
者
の
理
解
を

得
て
な
い
こ
と
か
ら
見
送
ら
れ

た
。
保
護
者
合
意
形
成
の
進
捗

は
。

保
健
体
育
課
長
　
7
月
15
日
に

学
校
給
食
共
同
調
理
場
運
営
委

員
会
で
各
小
中
学
校
毎
の
保
護

者
と
の
話
し
合
い
日
程
を
決
定
。

10
月
中
旬
迄
に
は
終
了
し
10
月

中
に
第
2
回
運
営
委
員
会
を
開

き
結
論
を
出
し
た
い
。
ち
な
み

に
9
月
11
日
の
南
小
学
校
で
は

値
上
げ
反
対
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。先

日
の
新
聞
で
糸
満
市
、

北
中
城
、
本
町
の
給
食
内

容
の
写
真
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。

糸
満
市
５
０
０
円
値
上
げ
で
小

学
生
４
３
０
０
円
、
中
学
生
４

８
０
０
円
、
北
中
城
値
上
げ
な

し
で
小
学
生
３
９
０
０
円
、
中

学
生
４
５
０
０
円
、
本
町
現
行

小
学
生
３
４
０
０
円
、
中
学
生

４
０
０
０
円
で
、
や
は
り
食
材

費
が
高
騰
す
る
な
か
本
町
は
20

年
間
据
置
の
差
は
出
て
お
り
ま

し
た
。
成
長
時
期
の
子
供
達
の

栄
養
基
準
面
を
考
慮
す
る
と
保

護
者
と
の
合
意
形
成
を
踏
ま
え

対
応
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

保
健
体
育
課
長
　
新
年
度
予
算

と
の
関
係
で
10
月
末
に
は
運
営

委
員
会
を
開
催
し
給
食
費
問
題

は
決
定
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

行
政
チ
ェ
ッ
ク
マ
ン
補
充
は

不
在
と
な
っ
て
い
る
行

政
チ
ェ
ッ
ク
マ
ン
の
補

充
選
任
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

総
務
課
長
　
広
報
紙
に
よ
る
公

募
、
役
場
退
職
者
へ
の
打
診
等

を
し
て
い
る
が
、
ま
だ
選
任
に

至
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
。
今

後
も
役
場
退
職
者
へ
の
呼
掛
け

や
広
報
紙
で
の
再
公
募
で
補
充

を
早
急
に
行
な
い
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
　

有田　力 議員

どうなる指導・支◇
援カルテ
どうする学校給食◇
費値上げ是非

問

問問

問

学校給食の調理風景

本
町
は
介
護
保
険
制
度

の
開
始
時
に
単
独
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
根
拠
は
何

で
し
ょ
う
か
。

介
護
支
援
課
長
　
保
険
料
が
安

か
っ
た
こ
と
や
、
事
務
処
理
に

お
け
る
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、

本
町
の
ほ
う
が
進
ん
で
い
た
た

め
単
独
で
も
十
分
運
営
可
能
で

あ
っ
た
こ
と
、
又
、
被
保
険
者

数
に
応
じ
た
職
員
数
の
派
遣
で

あ
り
、
単
独
で
運
営
す
る
よ
り

職
員
が
多
く
必
要
だ
っ
た
こ
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
面
に
お
い
て
状
況

的
に
単
独
で
運
営
し
た
ほ
う
が

ベ
タ
ー
で
あ
っ
た
た
め
で
す
。

西
原
町
介
護
用
品
給
付

実
施
規
則
の
第
２
条
は

５
年
も
経
過
し
て
い
ま
す
か
ら

実
情
に
合
わ
な
い
。
も
う
少
し

条
例
を
改
正
し
て
実
施
規
則
を

改
正
し
て
や
る
必
要
は
な
い
の

か
。
町
長
は
敬
老
祝
金
を
80
才

以
上
に
1
万
円
支
給
し
た
。
こ

の
こ
と
も
合
わ
せ
て
高
齢
者
の

為
に
介
護
支
援
課
長
と
町
長
の

答
弁
を
求
め
る
。

介
護
支
援
課
長
　
例
え
ば
要
介

護
４
と
か
５
、
要
す
る
に
条
件

を
緩
和
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望

だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
を

持
ち
帰
っ
て
調
整
し
検
討
し
て

い
き
た
い
。

町
長
　
お
答
え
し
ま
す
。
今
介

護
支
援
課
長
の
話
の
と
お
り
要

件
緩
和
に
よ
っ
て
費
用
的
に
ど

う
い
う
形
に
な
る
の
か
、
具
体

的
に
積
算
し
て
み
な
い
と
わ
か

り
ま
せ
ん
の
で
十
分
そ
の
辺
は

調
査
し
て
そ
の
上
で
検
討
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

国
の
緊
急
保
証
制
度
に

つ
い
て
。
来
年
３
月
31
日

ま
で
で
す
が
相
談
件
数
、
申
請

件
数
、
認
定
件
数
、
全
体
の
融

資
額
、
最
高
融
資
額
と
最
低
融

資
額
に
つ
い
て
。

産
業
課
長
　
申
請
件
数
２
４
９

件
、
認
定
件
数
２
４
０
件
、
全

体
の
融
資
額
、
最
高
と
最
低
の

融
資
額
に
つ
い
て
は
、
融
資
希

望
の
事
業
所
は
市
町
村
の
認
定

後
、
金
融
機
関
及
び
県
信
用
保

証
協
会
の
審
査
を
受
け
融
資
が

決
定
さ
れ
ま
す
。
事
業
所
が
申

請
書
に
融
資
希
望
額
等
を
申
請

時
に
明
確
に
す
る
必
要
も
な
い

と
い
う
こ
と
で
、
実
際
の
把
握

は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
が
把
握
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
は
何
の
為

に
窓
口
を
し
た
の
か
、
色
々
な

角
度
か
ら
や
る
必
要
は
な
い
で

す
か
。

産
業
課
長
　
最
高
最
低
融
資
額

等
の
質
問
で
す
が
融
資
を
受
け

た
企
業
の
状
況
が
把
握
さ
れ
て

い
な
い
状
況
が
あ
る
ん
で
す
け

ど
今
後
関
係
機
関
、
金
融
機
関
、

保
証
協
会
あ
た
り
で
情
報
が
取

り
寄
せ
ら
れ
る
か
検
討
し
て
い

き
た
い
。

富　春治 議員

介護難民をなくし◇
高齢者にいたわり
を！！
商工業と雇用を◇
もっと重視せよ！！

西原町家族介護用品給付事業実施規則

問

問

問

問
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マ
リ
ン
パ
ー
ク
の
管
理
の
継
続
を

マ
リ
ン
パ
ー
ク
の
役
割

と
効
果
、
町
長
は
指
定
管

理
を
受
け
な
い
と
し
て
い
る
が
、

そ
の
理
由
を
明
確
に
答
弁
を
求

め
る
。

町
長
　
指
定
管
理
者
制
度
の
趣

旨
が
民
間
活
力
を
い
か
に
生
か

し
て
い
く
か
、
そ
れ
か
ら
し
ま

す
と
、
い
つ
ま
で
も
行
政
、
町

の
ほ
う
が
受
託
を
し
て
い
く
と

い
う
方
向
は
今
の
時
代
に
逆
行

す
る
も
の
だ
と
考
え
て
お
り
ま

し
て
、
こ
の
3
年
間
、
一
定
程

度
の
役
割
を
果
た
し
得
た
も
の

だ
と
理
解
を
し
て
お
り
ま
す
。

町
の
財
政
状
況
、
職
員
定
数
の

削
減
等
で
2
人
の
職
員
配
置
を

し
て
お
り
、
費
用
も
大
き
く
、

総
合
的
な
見
地
か
ら
、
指
定
管

理
を
受
託
は
困
難
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

マ
リ
ン
パ
ー
ク
は
観
光

事
業
と
し
て
年
間
33
万

人
の
来
園
者
数
に
、
売
上
1
億

2
千
万
円
と
順
調
な
伸
び
て
お

り
、
収
支
も
黒
字
へ
転
換
さ
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。
指
定
管
理
を

継
続
し
、町
商
工
会
、シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
向
こ
う
3

年
間
で
誘
導
し
て
雇
用
の
拡
大
、

地
域
活
性
を
目
指
す
べ
き
と
も

と
提
案
す
る
。

町
長
の
公
約
で
あ
る
雇

用
本
部
の
設
置
の
取
組

に
つ
い
て
、
本
町
の
失
業
率
、

雇
用
推
進
行
動
の
実
績
は
。

町
長
　
要
綱
を
ほ
ぼ
制
定
し
、

組
織
等
を
粗
々
つ
く
っ
て
い
る

状
況
で
あ
り
ま
す
。
産
業
課
の

対
応
が
遅
れ
て
い
る
状
況
に
あ

り
ま
す
の
で
、
10
月
中
は
立
ち

上
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

産
業
課
長
　
県
の
失
業
率
は

平
成
21
年
の
７
月
現
在
で
６
．

６
％
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

本
町
は
若
干
下
回
っ
て
い
る
も

の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
雇
用
推

進
行
動
は
町
内
在
住
者
の
優
先

雇
用
の
要
請
行
動
と
い
う
こ
と

で
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
効
果

が
少
な
い
た
め
雇
用
本
部
を
早

急
に
立
ち
上
げ
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

学
校
給
食
の
値
上
げ
に
つ

い
て
は
3
月
議
会
に
提
案

が
あ
っ
た
が
、
保
護
者
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
に
説
明
が
ま
っ
た
く
行
な
わ

れ
て
な
い
状
況
で
、
値
上
げ
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
議
会
全

会
一
致
で
取
り
下
げ
見
送
っ
た

経
緯
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
後

の
取
組
み
、
給
食
の
栄
養
充
足

率
、
メ
ニ
ュ
ー
、
バ
ラ
ン
ス
は

充
分
と
い
え
る
か
、
平
成
20
年

度
決
算
で
一
般
会
計
か
ら
３
４

０
万
円
の
持
ち
出
し
に
な
っ
て

い
る
が
、
そ
の
対
策
に
つ
い
て
。

保
健
体
育
課
長
　
現
在
各
校
区

単
位
に
値
上
げ
、
栄
養
バ
ラ
ン

ス
に
つ
い
て
説
明
会
を
行
な
っ

て
お
り
、
保
護
者
へ
理
解
を
得

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

充
足
率
は
小
学
校
94
％
、
中
学

84
％
と
な
っ
て
お
り
、
か
な
り

悪
状
況
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

給
食
費
の
滞
納
額
が
９
、
５
０

０
万
円
あ
り
徴
収
率
ア
ッ
プ
に

徴
収
員
を
派
遣
し
強
化
し
て
い

き
ま
す
。

大城　好弘 議員

マリンパークの指◇
定管理を継続　町
商工会、シルバー
の誘導しては！！

西原マリンパーク

西
原
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

よ
り
、
学
校
の
プ
ー
ル
施

設
改
善
策
の
要
請
が
あ
っ
た
と

思
う
が
、
改
善
策
と
対
応
は
。

教
育
総
務
課
長
　
昨
年
12
月
に

町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
、
各
小
中
学

校
、
校
長
な
ど
の
連
名
で
各
小

中
学
校
の
水
泳
プ
ー
ル
の
日
差

し
が
強
く
紫
外
線
対
策
と
し
て

日
除
け
ネ
ッ
ト
を
設
置
し
て
ほ

し
い
と
要
請
が
あ
り
、
特
に
沖

縄
県
は
夏
場
の
日
差
し
が
強
く
、

裸
足
で
は
プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
立

て
な
い
ぐ
ら
い
熱
く
、
日
中
の

紫
外
線
か
ら
子
供
た
ち
を
守
る

為
の
対
策
は
重
要
な
こ
と
だ
と

考
え
て
お
り
、
今
後
、
日
除
け

ネ
ッ
ト
を
設
置
し
て
紫
外
線
対

策
を
し
て
い
る
周
辺
市
町
村
の

情
報
を
収
集
し
、
改
善
策
を
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

坂
田
小
学
校
の
運
動
場

に
お
け
る
野
球
等
ボ
ー

ル
を
用
い
て
行
う
競
技
の
中
で
、

ボ
ー
ル
等
が
県
道
38
号
線
に
飛

び
出
す
こ
と
が
あ
る
と
聞
い
て

い
る
が
、
走
行
車
両
等
の
事
故

な
ど
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
、
対
応
は
。

教
育
総
務
課
長
　
こ
の
件
に
つ

い
て
は
早
速
、
学
校
側
に
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
県
道
38
号
線
に

向
か
っ
て
左
側
の
フ
ェ
ン
ス
が

低
い
と
こ
ろ
の
隙
間
か
ら
、
放

課
後
子
供
た
ち
の
野
球
、
サ
ッ

カ
ー
な
ど
の
練
習
な
ど
、
と
き

ど
き
ボ
ー
ル
が
飛
び
出
し
て
い

く
こ
と
が
あ
り
、
今
後
、
学
校

側
と
安
全
対
策
に
つ
い
て
調
整

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。西

原
町
墓
地
整
備
基
本

計
画
策
定
委
員
の
メ
ン

バ
ー
と
、
審
議
す
る
内
容
は
。

す
ぐ
や
る
課
長
　
策
定
委
員
の

メ
ン
バ
ー
は
、
学
識
経
験
者
と

し
て
、
琉
球
大
学
の
ほ
う
か
ら

先
生
を
２
人
、
弁
護
士
１
人
、

南
部
保
健
所
の
生
活
環
境
班
長
、

墓
地
実
態
調
査
委
員
か
ら
１
人
、

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
、
町

女
性
団
体
連
絡
協
議
会
会
長
、

町
民
公
募
２
人
、
都
市
計
画
課

長
、
計
10
名
で
、
審
議
内
容
等

に
つ
い
て
は
、
西
原
町
全
域
の

墓
地
実
態
を
と
ら
え
、
将
来
の

土
地
利
用
計
画
と
あ
わ
せ
て
望

ま
し
い
墓
地
行
政
の
あ
り
方
に

つ
い
て
審
議
を
し
ま
す
。

棚
原
９
号
線
災
害
に
お

け
る
工
事
の
事
業
着
手
、

工
事
期
間
、
工
法
、
事
業
費
は
。

土
木
課
長
　
工
事
着
手
に
つ
い

て
は
、
平
成
21
年
10
月
中
旬
に

入
札
を
行
い
、
来
年
の
平
成
22

年
２
月
中
旬
ま
で
の
約
４
ヶ
月

を
考
え
て
お
り
、
工
法
は
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
の
Ｌ
型

擁
壁
を
採
用
し
、
事
業
費
に
つ

い
て
は
国
の
８
割
補
助
で
７
４

１
万
円
、
そ
の
う
ち
工
事
費
が

約
６
０
５
万
円
、
磁
気
探
査
費

が
約
93
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

今
回
の
災
害
復
旧
工
事
で
は
片

側
通
行
を
行
う
予
定
で
工
事
は

進
め
て
行
き
ま
す
。

新
政
権
は
補
正
予
算
の

一
部
凍
結
に
言
及
し
て

い
る
。
町
の
9
月
定
例
会
で
可

決
し
た
補
正
予
算
は
そ
の
ま
ま

執
行
さ
れ
る
の
か
。

町
長
　
地
方
で
と
め
る
大
き
く

影
響
の
出
て
く
る
も
の
や
、
基

金
や
補
助
金
等
は
執
行
中
止
し

な
い
と
の
新
政
権
の
発
言
が
あ

る
。

国
道
３
２
９
号
バ
イ
パ

ス
は
予
定
通
り
や
る
か
。

町
長
　
ビ
ー
バ
イ
シ
ー
等
の
中

身
等
を
検
討
し
、
引
き
続
き
執

行
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

や
介
護
保
険
制
度
の
見

直
し
も
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

町
長
　
医
療
制
度
で
の
問
題
は

75
才
を
区
切
っ
て
分
割
医
療
を

し
た
こ
と
。
年
金
か
ら
の
天
引

き
、
保
険
料
の
新
た
な
負
担
増

で
あ
り
、
一
旦
廃
止
し
て
、
新

し
い
制
度
が
出
て
く
る
と
考
え

て
い
る
。

介
護
支
援
課
等
　
介
護
保
険
制

度
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
方

針
や
見
直
し
は
示
さ
れ
て
い
な

い
。

泡
瀬
干
潟
埋
め
立
て
事

業
の
中
止
も
あ
る
か
。

町
長
　
十
分
な
資
料
が
な
く
、

今
後
注
視
し
た
い
。
極
め
て
重

要
な
事
業
だ
と
考
え
る
。

高
速
道
路
の
無
料
化
は

沖
縄
も
入
っ
て
い
る
か
。

そ
の
時
期
と
経
済
に
与
え
る
影

響
は
。
総
合
事
務
局
の
存
続
は
。

町
長
　
心
配
さ
れ
る
の
が
無
料

化
に
よ
っ
て
既
存
の
道
路
や
国

道
バ
イ
パ
ス
等
の
ビ
ー
バ
イ

シ
ー
が
低
下
す
る
こ
と
だ
。
今

後
、
十
分
調
査
研
究
し
た
い
。

総
合
事
務
局
は
振
興
計
画
と
の

整
合
性
か
ら
存
続
す
べ
き
と
考

え
る
。指

導
カ
ル
テ
は
廃
止
に

な
っ
た
が
、
再
度
の
導
入

を
考
え
て
い
る
の
か
。
時
期
と

方
法
を
聞
き
た
い
。
又
こ
の
カ

ル
テ
子
供
達
へ
の
人
権
侵
害
に

な
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

教
育
長
　
県
が
3
回
の
会
合
を

持
ち
、
結
論
を
出
す
予
定
で
あ

る
。
い
ろ
ん
な
情
報
を
取
り
入

れ
て
、
来
年
4
月
を
実
施
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

指
導
主
事
　
人
権
侵
害
と
な
ら

な
い
た
め
に
、
事
実
内
容
を
精

査
し
、
検
討
し
て
い
く
。

伊波　時男 議員玉井　正幸 議員

町立学校のプー◇
ル等施設改善策
は！！
将来の墓地策定は◇
棚原９号線整備は◇

新政権の発足で◇
町政に与える影
響はどう考えてい
るか

棚原 9号線国道 329号バイパス
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徳
佐
田
・
棚
原
地
域
の
違

法
な
医
療
廃
棄
物
の
焼

却
に
よ
る
健
康
被
害
を
訴
え
る

住
民
20
名
が
４
年
前
、
本
土
の

専
門
医
の
診
断
を
仰
ぎ
、
18
名

が
何
ら
か
の
化
学
物
質
に
よ
る

疾
患
と
指
摘
さ
れ
た
。
地
域
住

民
の
さ
ら
な
る
健
康
調
査
が
必

要
。
関
係
者
と
早
急
な
話
し
合

い
を
。

町
長
　
そ
の
後
要
請
受
け
、
懇

談
の
機
会
を
作
ろ
う
と
先
方
と

連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
る
。

前
町
政
の
時
か
ら
因
果

関
係
を
理
由
に
、
こ
の
問

題
が
放
置
さ
れ
て
い
る
。
日
本

で
も
屈
指
の
北
里
研
究
所
病
院

の
専
門
医
の
指
摘
は
重
い
。
議

会
で
産
廃
業
者
へ
抗
議
し
た
際

に
も
、
鼻
を
つ
く
薬
品
臭
の
す

る
倉
庫
に
は
ゴ
ム
や
手
袋
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
等
が
山
と
積
ま
れ
、

こ
の
焼
却
煙
に
住
民
は
３
年
間

も
さ
ら
さ
れ
た
。

　
専
門
医
の
指
摘
に
も
、
ア
レ

ル
ギ
ー
疾
患
や
化
学
物
質
過
敏

症
の
発
症
が
ご
み
の
異
常
処
理

に
起
因
す
る
と
あ
る
。
３
年
間

も
焼
却
煙
に
さ
ら
さ
れ
、
突
然

周
辺
で
健
康
被
害
が
多
発
し
た
。

因
果
関
係
は
当
然
。
業
者
も
立

ち
消
え
、
こ
の
問
題
が
う
や
む

や
に
さ
れ
て
い
る
。
住
民
の
健

康
不
安
を
払
拭
す
る
た
め
真
摯

な
対
応
を
。

町
長
　
行
政
の
責
任
が
明
確
で

あ
れ
ば
、
対
応
も
当
然
だ
が
、

そ
こ
が
よ
く
見
え
て
こ
な
い
の

で
中
々
前
に
進
め
な
い
。

昨
今
の
経
済
・
雇
用
状

況
を
考
え
る
と
一
戸
建

て
住
宅
の
建
築
・
購
入
は
困
難
。

分
家
住
宅
や
農
家
住
宅
の
確
保

を
容
易
に
す
る
た
め
、
農
振
白

地
区
域
の
拡
大
や
農
用
地
除
外

の
緩
和
を
図
る
べ
き
。

町
長
　
質
問
の
趣
旨
は
私
も
同

じ
認
識
。
今
後
内
容
等
を
充
分

吟
味
し
規
制
緩
和
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。

文
科
省
は
全
国
学
力
テ

ス
ト
の
テ
ス
ト
結
果
と

保
護
者
の
経
済
的
格
差
に
は
相

関
関
係
が
あ
る
と
発
表
し
た
。

西
原
で
は
ど
う
か
。
で
あ
れ
ば
、

公
教
育
の
観
点
か
ら
の
対
応
が

必
要
。

指
導
主
事
　
年
収
２
０
０
万
円

未
満
の
家
庭
の
子
ど
も
の
平
均

正
答
率
が
62.

９
％
に
対
し

１
，
２
０
０
万
円
以
上
の
子
供

の
平
均
正
答
率
は
82.

28
％
。

し
か
し
、
家
庭
の
経
済
力
だ
け

で
な
く
保
護
者
の
生
活
態
度
や

子
供
へ
の
接
し
方
が
大
き
く
影

響
す
る
こ
と
も
明
ら
か
に
。
ま

た
子
供
の
生
活
習
慣
や
家
庭
、

学
校
で
の
生
活
態
度
も
関
連
す

る
。
本
町
で
は
保
護
者
の
所
得

等
を
把
握
し
て
お
ら
ず
実
施
し

て
い
な
い
。

子
供
の
生
活
習
慣
を
ど

う
育
て
学
力
に
結
び
つ

け
る
か
。
子
供
の
体
力
と
学
力

の
関
係
も
あ
る
。
課
題
は
見
え

て
い
る
、
公
教
育
の
立
場
か
ら

底
上
げ
を
ど
う
す
る
か
、
保
護

者
と
学
校
の
連
携
が
大
事
。

指
導
主
事
　
子
供
の
生
活
習
慣

や
朝
食
の
摂
取
率
を
高
め
る
と

か
、
先
生
方
や
学
校
自
体
の
頑

張
り
と
か
は
保
護
者
の
所
得
と

は
関
係
な
い
。
だ
か
ら
各
家
庭

に
も
お
願
い
し
な
が
ら
子
供
た

ち
の
健
全
育
成
に
努
め
た
い
。

与那嶺　義雄 議員

医療廃棄物被害◇
への取組を
農振見直しで分◇
家住宅の促進
経済格差と学力◇
の問題

学力テストの新聞報道

問

問

問問

問
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９
月
11
日
ニ
ュ
ー
ス
で
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
殿
堂
入
り
の
マ

イ
ケ
ル
・
ジ
ョ
ー
ダ
ン
氏
の
ス

ピ
ー
チ
が
胸
を
揺
さ
ぶ
り
ま
し

た
。「
決
し
て
で
き
な
い
と
言

う
な
、
恐
怖
さ
え
感
じ
る
よ
う

な
限
界
点
も
多
く
は
幻
に
す
ぎ

な
い
」
ス
ポ
ー
ツ
界
に
前
人
未

到
の
記
録
が
相
次
ぐ
中
で
イ
チ

ロ
ー
選
手
の
9
年
連
続
２
０
０

本
安
打
、
だ
が
そ
れ
を
空
前
絶

後
と
は
も
う
言
わ
な
く
な
っ
た

よ
う
で
す
。
二
度
と
敗
れ
な
い

と
思
わ
れ
た
記
録
が
、
世
界
陸

上
の
１
０
０
ｍ
記
録
で
も
然
り

で
す
。
人
は
大
抵
自
分
で
壁
を

作
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
を
破

る
た
め
に
必
要
な
の
は
勇
気
、

そ
れ
と
も
周
到
な
作
戦
と
、
そ

の
作
戦
を
実
行
す
る
努
力
に
裏

打
ち
さ
れ
た
勇
気
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

児
童
手
当
を
廃
止
し
子

供
手
当
て
に
し
た
場
合
、

対
象
人
数
と
予
算
総
額
は
。

福
祉
課
長
　
現
段
階
で
は
詳
細

等
も
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
新
聞

等
の
情
報
か
ら
試
算
す
る
と
、

平
成
21
年
9
月
10
日
現
在
子
供

手
当
て
の
支
給
対
象
児
童
数
は

６
、
５
２
１
名
、
う
ち
外
国
人

51
名
。
児
童
一
人
当
た
り
の
手

当
て
額
を
２
万
６
、
０
０
０
円

で
計
算
し
た
場
合
、
年
額
20
億

３
、
４
５
５
万
２
、
０
０
０
円

と
な
り
ま
す
。

子
供
手
当
て
の
財
源
と

な
る
配
偶
控
除
の
廃
止

に
よ
る
保
育
料
の
影
響
は
。

福
祉
課
長
　
保
育
料
は
町
の
保

育
料
徴
収
基
準
表
に
基
づ
い
て

決
定
し
て
お
り
、
生
活
保
護
世

帯
、
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
、

町
民
税
課
税
世
帯
、
所
得
税
課

税
世
帯
に
区
分
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
区
分
ご
と
に
年
齢
ご
と
の

保
育
料
が
示
さ
れ
て
お
り
、
入

所
児
童
の
両
親
等
の
税
額
が
ど

の
区
分
に
あ
る
か
で
保
育
料
が

決
ま
り
ま
す
。
配
偶
者
・
不
要

控
除
の
廃
止
に
よ
り
、
税
額
が

増
え
区
分
が
変
わ
る
と
、
保
育

料
が
高
く
な
り
、
増
額
が
生
じ

て
も
区
分
内
で
あ
れ
ば
保
育
料

の
変
動
が
な
い
場
合
も
あ
る
と

考
え
ま
す
。

学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
整
備
事
業

と
町
内
の
小
中
学
校
へ

の
電
子
黒
板
導
入
は
あ
る
か
。

教
育
総
務
課
長
　
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
整
備
事
業
は
、
国
の
経
済

対
策
の
一
環
で
、
学
校
情
報
通

信
技
術
環
境
整
備
事
業
補
助
金
、

地
域
活
性
化
経
済
危
機
対
策
臨

時
交
付
金
を
活
用
し
て
実
施

し
、
今
回
は
幼
稚
園
、
小
中
学

校
関
係
の
教
育
用
・
校
務
用
パ

ソ
コ
ン
の
入
れ
か
え
、
地
上
デ

ジ
タ
ル
化
放
送
へ
の
対
応
と
し

て
、
教
育
用
テ
レ
ビ
の
買
い
か

え
、
ア
ン
テ
ナ
工
事
等
の
事
業

を
予
定
し
て
お
り
、
電
子
黒
板

は
事
業
計
画
に
載
せ
て
あ
り
ま

し
た
が
、
事
業
の
優
先
順
位
を

考
慮
し
、
今
回
は
組
み
入
れ
て

お
り
ま
せ
ん
。

今
年
学
校
の
プ
ー
ル
が

閉
鎖
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
垣
花
教
育
長
ら
し
く
な

い
と
私
は
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
学
校
の
プ
ー
ル
は
子
供
達
に

と
っ
て
は
安
全
・
安
心
で
泳
げ

る
唯
一
の
楽
し
い
場
所
で
す
。

し
か
も
父
母
の
皆
様
も
学
校
の

プ
ー
ル
だ
っ
た
ら
行
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
最
近
き
ら
き
ら
ビ
ー
チ
が

完
成
し
ま
し
た
の
で
課
長
答
弁

で
は
、
そ
の
理
由
で
学
校
プ
ー

ル
が
閉
鎖
さ
れ
た
と
の
こ
と
で

す
が
、
一
、
開
放
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
監
視
員
は
何
名
必
要
と

さ
れ
る
の
か
。
二
、
そ
の
事
業

費
は
い
く
ら
に
な
る
の
か
。
三
、

来
年
度
の
事
業
に
つ
い
て
は
ど

う
考
え
で
す
か
。

保
健
体
育
課
長
　
学
校
プ
ー
ル

開
放
事
業
の
中
止
に
つ
い
て
と

い
う
こ
と
で
す
が
監
視
員
は
4

名
こ
の
プ
ー
ル
開
放
事
業
と
い

う
の
は
社
会
事
業
の
一
環
と
し

て
始
め
て
お
り
ま
し
て
、
昭
和

58
年
に
ま
ず
や
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
と
き
の
考
え
方
と
し
て
は

児
童
生
徒
に
水
泳
の
普
及
と
い

う
こ
と
で
、
当
時
、
西
原
中
学

校
し
か
プ
ー
ル
は
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
て
、
ほ

か
の
小
学
校
、
中
学
校
の
生
徒

た
ち
が
泳
ぐ
場
所
が
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
せ
め
て
夏
休
み
に

は
そ
う
い
う
経
験
を
さ
せ
よ
う

と
い
う
こ
と
で
の
考
え
方
で
始

め
た
事
業
で
あ
り
ま
す
。
平
成

19
年
に
は
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
に
き

ら
き
ら
ビ
ー
チ
が
で
き
ま
し
た

の
で
海
辺
で
親
子
で
水
に
触
れ

る
機
会
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
し
、
入
場
料
も
無
料
だ
し
安

全
な
場
所
で
泳
げ
る
と
い
う
こ

と
も
あ
り
ま
し
て
、
ま
た
町
で

は
財
政
上
厳
し
い
状
況
で
、
行

政
改
革
と
い
う
国
の
方
針
で
交

付
税
と
か
補
助
金
も
カ
ッ
ト
さ

れ
て
い
る
状
況
で
、
町
で
も
10

年
も
前
か
ら
事
業
見
直
し
と
い

う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
当
初
の

目
的
を
達
成
し
た
と
い
う
こ
と

か
ら
の
中
止
で
あ
り
ま
す
の
で

御
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
事
業
費
は

約
70
万
円
で
あ
り
ま
す
が
、
今

年
度
か
ら
計
上
し
て
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
事
業
は
今
年
中
止
で

す
の
で
来
年
か
ら
ま
た
や
る
と

い
う
こ
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ

ん
。

教
育
長
　
中
学
生
の
事
故
が

あ
っ
た
り
し
て
非
常
に
心
を
痛

め
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
、
ど
の

事
業
も
点
検
し
て
次
年
度
に
向

か
っ
て
お
り
ま
す
。
先
ほ
ど
課

長
は
「
来
年
は
あ
り
ま
せ
ん
」

と
言
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
含

め
て
、
た
だ
出
た
以
上
は
我
々

は
検
討
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん

の
で
、
来
年
は
ど
う
す
る
か
と

は
言
え
ま
せ
ん
が
持
ち
帰
っ
て

話
し
合
い
を
し
た
い
と
い
う
こ

と
を
考
え
て
い
ま
す
。
以
上
で

す
。

サ
ト
ウ
キ
ビ
価
格
は
、
平

成
19
年
度
か
ら
制
度
変

更
が
あ
り
、
国
の
定
め
る
条
件

を
満
た
さ
な
け
れ
ば
ト
ン
当
た

り
２
万
４
１
０
円
だ
っ
た
の
が

４
０
０
０
円
の
補
償
し
か
さ
れ

な
い
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
町

は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
価
格
の
補
償

を
確
保
す
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
と
連

携
し
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
考
え
て
い
る
か
。

産
業
課
長
　
平
成
19
年
か
ら
導

入
さ
れ
た
サ
ト
ウ
キ
ビ
経
営
安

定
対
策
は
、
平
成
21
年
を
も
っ

て
特
例
要
件
の
期
間
が
終
了
し

て
本
町
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
生
産
農

家
の
約
98
％
が
特
例
農
家
で
あ

り
、
交
付
金
が
受
け
ら
れ
な
い

状
況
に
な
る
。
本
町
は
、
Ｊ
Ａ
、

そ
の
他
関
係
機
関
で
基
幹
作
業

の
委
託
の
導
入
に
よ
り
、
全
農

家
が
交
付
金
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
受
託
体
制
の
整
備
を
進
め
て

い
る
。西

原
マ
リ
ン
パ
ー
ク
の

指
定
管
理
に
つ
い
て
、
町

長
は
知
名
度
の
向
上
な
ど
行
政

の
役
割
を
終
え
た
と
し
て
、
来

年
度
以
降
、
民
間
に
任
せ
る
方

針
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
西
原

マ
リ
ン
パ
ー
ク
は
、
町
所
有
の

施
設
と
思
っ
て
い
る
町
民
が
大

勢
い
る
と
思
う
の
で
、
そ
の
役

割
を
一
歩
踏
み
込
ん
で
地
元
企

業
、
団
体
に
町
か
ら
継
続
し
て

運
営
す
る
考
え
は
な
か
っ
た
か

ど
う
か
。

町
長
　
今
後
は
民
間
活
力
を
生

か
し
て
地
域
振
興
を
図
っ
て
い

く
。
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効

果
を
上
げ
、
特
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を

持
っ
て
い
る
民
間
の
知
恵
を
借

り
、
地
域
振
興
を
果
た
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
町
内
企
業
、
団

体
が
参
画
し
て
、
今
後
、
受
託

が
で
き
る
状
況
が
で
き
れ
ば
連

携
も
と
り
や
す
い
と
考
え
て
い

る
。

　
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
の
運
営
が
発

展
す
る
よ
う
に
県
と
も
連
携
を

図
り
、
対
処
策
を
話
し
合
い
し

て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

平
成
21
年
５
月
18
日
の

サ
ザ
ン
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
推
進
協
議
会（
サ
ザ
ン
協
）

の
理
事
会
は
、
最
終
処
分
場
を

建
設
し
な
い
決
定
を
し
、
ゼ
ロ

エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
方
向
で
取
り

組
む
新
し
い
方
針
を
出
し
た
。

後
戻
り
し
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
が
、
町
長
の
本
音
の
見
解
を

伺
い
た
い
。

町
長
　
最
終
処
分
場
の
建
設
は
、

総
論
賛
成
、
各
論
反
対
と
い
う

形
に
な
っ
て
い
る
。
南
廃
協
の

混
乱
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
ゼ

ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い

く
こ
と
で
最
終
処
分
場
を
建
設

し
な
い
結
論
に
至
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
焼
却
残
渣
を
本
土
に

移
送
の
面
で
高
額
な
予
算
を
伴

う
こ
と
で
財
政
的
に
か
な
り
厳

し
い
状
況
に
陥
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
。
東
部
清
掃
と
し
て
ど

う
対
応
す
る
か
、
本
当
に
こ
の

ま
ま
で
い
い
の
か
疑
問
を
持
っ

て
い
る
。

屋宜　宣太郎 議員城間　義光 議員

学校プール開放◇
事業の中止につ
いて

キビ価格の確保◇
を
西原マリンパークの◇
指定管理受託は
ごみ処理の問題◇
は

学校プールハーベスターの作業風景

平
成
20
年
度
の
全
職
員

の
残
業
手
当
の
合
計
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
多
い
順

に
課
名
を
3
位
ま
で
あ
げ
、
多

か
っ
た
理
由
を
説
明
さ
れ
た
い
。

総
務
課
長
　
平
成
20
年
度
の
時

間
外
勤
務
手
当
及
び
休
日
勤
務

手
当
の
総
支
給
額
は
３
９
４
３

万
４
３
７
円
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
勤
務
手
当
の
多
い
課

と
い
た
し
ま
し
て
、
1
位
が
上

下
水
道
課
、
2
位
は
土
木
課
、

3
位
は
健
康
推
進
課
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
理
由
と
い
た
し
ま

し
て
行
政
改
革
の
さ
ら
な
る
推

進
の
た
め
定
員
管
理
の
数
値
目

標
の
着
実
な
達
成
に
向
け
て
の

努
力
を
し
て
き
た
結
果
と
、
一

方
で
は
国
及
び
県
か
ら
の
権
限

移
譲
等
に
よ
り
業
務
が
膨
大
化

し
た
た
め
通
常
の
勤
務
時
間
内

で
は
業
務
を
処
理
で
き
な
い
状

況
に
な
り
、
時
間
外
勤
務
が
増

加
傾
向
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

超
勤
の
主
な
理
由
と
し
て
上
下

水
道
課
で
は
公
共
下
水
道
の
整

備
推
進
並
び
に
西
原
西
地
区
土

地
区
画
整
理
事
業
推
進
の
た
め

の
事
業
量
の
増
大
で
あ
り
ま
す
。

土
木
課
で
は
小
那
覇
マ
リ
ン
タ

ウ
ン
線
事
業
を
含
む
各
道
路
事

業
の
推
進
の
為
の
用
地
補
償
交

渉
に
不
測
の
日
数
を
要
し
た
こ

と
、
災
害
対
策
工
事
等
に
よ
る

緊
急
を
要
し
た
こ
と
な
ど
が
要

因
で
す
。
健
康
推
進
課
で
は
医

療
制
度
の
改
正
や
長
寿
医
療
制

度
の
施
行
に
伴
う
入
力
デ
ー
タ

の
作
成
、
町
民
へ
の
制
度
説
明

等
、
窓
口
業
務
の
多
忙
に
よ
り

内
部
事
務
、
国
・
県
へ
の
報
告

事
務
等
が
時
間
外
で
対
応
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
が
主
な
理
由

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
業
務
上

45
時
間
を
超
え
る
場
合
は
担
当

課
長
と
総
務
課
長
で
合
議
対
応

し
て
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
で
個
人

の
入
院
費
で
最
も
多

か
っ
た
の
は
ど
う
い
う
病
気
か
。

1
ヶ
月
に
幾
ら
か
か
っ
た
か
。

そ
れ
か
ら
多
い
順
に
3
つ
挙
げ

る
と
ど
う
な
り
ま
す
か
。

健
康
推
進
課
長
　
平
成
20
年
度

の
入
院
費
で
高
額
レ
セ
プ
ト
度

を
抽
出
し
て
検
証
し
て
み
ま
し

た
が
個
人
の
入
院
費
で
最
も
か

か
っ
た
の
は
病
名
で
急
性
心
不

全
で
医
療
費
は
７
６
０
万
５
５

７
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
2

番
目
に
慢
性
呼
吸
不
全
で
金
額

は
1
ヶ
月
で
５
１
９
万
７
１
７

０
円
、
３
番
目
に
多
い
の
は
病

名
で
染
色
体
異
常
症
で
金
額
で

４
８
３
万
７
９
０
０
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
う
い
う
ケ
ー
ス
を
今

後
の
施
策
に
ど
う
生
か

そ
う
と
し
て
い
ま
す
か
。

健
康
推
進
課
長
　
医
療
制
度
改

革
に
基
づ
い
て
特
定
検
診
、
保

健
指
導
と
い
う
事
業
が
出
て
き

ま
し
た
。
生
活
習
慣
病
を
改
善

す
べ
く
保
健
指
導
に
な
お
一
層

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

長浜　ひろみ 議員前里　光信 議員

児童手当の廃◇
止で子ども手当
て年額 20 億余
教育行政につい◇
て

平成２０年度の残◇
業手当について
国民健康保険の◇
件

ICT 整備事業超勤実態の報道

問問

問

問

問

問問

問問

問



編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

9月議会の傍聴者  延べ人数 26人 議会だよりに対するご意見・ご要望がありましたら議会事務局へお問い合せください。

（TEL：945-5005）

西原町議会だより2009（平成21）年12月1日 第42号（20）

　
光
陰
矢
の
如
し
、
早

い
も
の
で
今
年
も
残
す

と
こ
ろ
後
一
ヶ
月
足
ら

ず
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
議
会
は
決
算
議
会

で
あ
り
、
慎
重
審
議
の

結
果
、
認
定
と
な
り
ま

し
た
。「
決
算
」
は
予

算
を
執
行
し
た
結
果
ど

の
よ
う
な
成
果
を
挙
げ

た
か
を
示
す
成
果
報
告

書
で
あ
り
、
又
予
算
が

適
正
に
執
行
さ
れ
た
か

を
示
す
も
の
で
き
わ
め

て
重
要
な
意
味
が
あ
り

ま
す
。
メ
ン
バ
ー
も
い

ろ
ん
な
角
度
か
ら
充
実

し
た
わ
か
り
や
す
い
紙

面
づ
く
り
が
で
き
れ
ば

と
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
更
に
読
み
や
す

い
広
報
誌
を
目
指
し
て

頑
張
り
ま
す
。
迎
え
ま

す
年
が
平
和
な
年
で
あ

っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す

ね
。
引
き
続
き
御
愛
読

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

儀
間
信
子

議員活動報告

　沖縄県町村議会議長会主催の

正副議長・正副委員長を対象に

ちゃたんニライセンターにおいて

研修があり、５名の議員と２名の

職員が参加しました。

演題：「新しいまちづくりに期待される議会・議員・事務局の活躍」

講師：岡本光雄氏

（全国町村議会議長会議事調査部長）

演題：「新型インフルエンザの起源と治療・予防戦略」

講師：根路銘国昭氏

（（有）生物資源研究所所長）

　沖縄県町村議会議長会主催の市

町村議会議員・事務局職員合同研

修会がＮＢＣホールにおいて開催さ

れ、14名の議員と3名の職員が参

加しました。

演題：「自治型社会における議会改革の意義と課題」

講師：江藤俊昭氏（山梨学院大学法学部教授）

演題：「うちな～噺家の目から見た沖縄、そして日本」

講師：藤木勇人氏（うちな～噺家）

正副議長・正副委員長研修会 8/11

市町村議会議員・事務局職員合同研修会  10/27


